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◎国語全体の正答率は全国値を上回っている。 

・設問単位では、14問中 13問が全国値を上回っている、あるいはやや上回っている。 

・無解答率は、14問中 1問が全国値を上回っている。 
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令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

本年度も６年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施し、８月末に個人ごとの

結果をお返ししました。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を吹田市のホームページを

通じて公表しています。 

 本調査は小学校の最終学年を対象とした調査であり、教科も国語と算数、理科に限られています。

また、測定されたものは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのこと

を踏まえつつ、調査によって得られた課題を明らかにし、その改善に努めることが、調査の目的で

す。 

 対象となった６年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進めるとともに、学校全体

としても課題に応じた学力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善に取り組んでまいります。

各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をもとに、今後の家庭学習の指針として、参考にしてい

ただきますようお願いいたします。 

 

１ 教科に関する調査の結果分析 
●国語 
《概要》 

 

 

 

《各領域における成果と課題》 

言葉の特徴や使い方に関する事項  

・正答率は、すべての設問（２問）において全国値を上回っている、あるいはやや上回っている。 

情報の扱い方に関する事項 

・正答率は、（本領域の設問は１問のみ）全国値を上回っている。 

我が国の言語文化に関する事項 

・正答率は、（本領域の設問は１問のみ）全国値を上回っている。 

   話すこと・聞くこと 

・正答率は、すべての設問（３問）において全国値を上回っている。 

   書くこと 

・正答率は、3問中 2問は、全国値を上回っているものの、1問は全国値をやや下回っている。 

・条件を満たしながら文章を記述する問題において全国値をやや下回っている。また、この問題 

では無解答率も全国値を上回っている。 
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◎算数全体の正答率は全国値を上回っている。 

・１６問すべての問題で全国値を上回っている。 

・無解答率は、１６問中１問が全国値を上回っている。 

 

   読むこと 

・正答率は、すべての設問（4問）において全国値を上回っている、あるいはやや上回っている。 

・資料を読み、自分が納得したことについて条件を満たして記述する問題においては、正答率は

全国値を上回っているものの、無解答率は全国と同じように高い。 

《国語科における成果と今後の改善点について》 

成果 

・学習指導要領の内容区分「話すこと・聞くこと」にあたる問題での正答率は比較的高く、全国

値も上回っていた。 

 →本校が学力向上の研究テーマを「対話を通した学び合いの授業」に設定し、4年間取り組ん

できた成果であると捉えている。今後も一人ひとりが自分の考えを持ち、それをもとに対

話を行い、学びを深められる授業づくりに努めていきたい。 

課題と今後の改善点 

・無解答率が全国値を上回っている問題が1問、全国値を下回っているものの全国値と同様に

高くなっている問題が1問あった。それぞれ「書くこと」領域、「読むこと」領域の問題ではある

が、どちらの問題も複数の条件を満たして文章を書く力を必要とする難易度の高い記述式の

問題であったため、全く書けない児童がいたものと考えられる。 

→子どもの発達段階に応じて、資料から必要な言葉や文を取り上げながら自分の考えを書い

たり、理由や文字数など複数の条件を満たして文章を書いたりする練習の機会を積極的

に設け、子どもたちの書く力を育んでいきたい。 

 

 

●算数 

《概要》 

 

 

 

《各領域における成果と課題》（複数の領域にまたがっている設問あり） 

数と計算 

・正答率は、すべての設問（８問）において全国値を上回っている。 

・３／４と２／３の足し算を考えるとき、共通する単位分数とそれぞれその単位分数の幾つ分にな

るかを書く問題の正答率は、全国値を上回っているものの低い。 

図  形 

・正答率は、すべての設問（４問）において全国値を上回っている。 

・五角形の面積を求めるために五角形を２つの図形に分割し、それぞれの図形の面積の求め方

を書く問題の正答率は、全国値を上回っているものの低い。 

測  定 
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◎理科全体の正答率は全国値を上回っている。 

・設問単位では、1７問中 1５問が全国値を上回っている、あるいはやや上回っている。 

・無解答率は、１７問中４問が全国値を上回っている。 

 

・正答率は、すべての設問（２問）において全国値を上回っている。 

変化と関係 

・正答率は、すべての設問（３問）において全国値を上回っている。 

データの活用 

・正答率は、すべての設問（５問）において全国値を上回っている。 

・ブロッコリーの出荷量が増えたかどうかを調べるために、適切なグラフを選び、出荷量の増減を

判断し、そのわけを書く記述式の問題の正答率は、全国値を上回っているものの低く、無回答

率も全国値を上回っている。 

《算数科における成果と今後の改善点について》 

成果 

・「数と計算」領域においては、日常生活の事象を数理的にとらえ、式に表し、計算を活用するこ

とができており、基礎的な計算力は定着していた。「データの活用」領域においては、棒グラフ

から項目間の関係を読み取り、伴って変化する２つの数量の関係に着目し、必要な数量を導

き出すことができていた。 

→対話を通した学び合いの授業に加え、授業時間では理解できなかった内容については、個

別に休み時間や放課後に補充学習を行っていること等の成果として、基礎的な知識・技能の

定着が図られた結果であると考えられる。 

課題と今後の改善点 

・式や数、算数用語を含む言葉を用いて説明する記述式の問題は４問あり、いずれも全国値を

上回っているものの、正答率は低く、無回答率が高い傾向にある。 

→授業では、子ども同士の対話を通した学び合いを大切にしており、ペアや小グループでの対

話を多く取り入れることで、自分の考えを説明し伝えたり、友だちの考え方を聞いたりする場

面を増やしている。さらに対話によって深まった思考を言葉（算数用語を含む）や数、式を用

いて書く活動も積極的に取り入れていきたい。 

 

●理科 

《概要》 

 

 

 

《各領域における成果と課題》（複数の領域にまたがっている設問あり） 

エネルギー 

・正答率は、すべての設問（４問）において全国値を上回っている。 

・乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ問題の正答率

は、全国値を大きく上回っているが、無回答率も全国値を上回っている。 
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粒  子 

・正答率は、６問中５問は、全国値を上回っている、あるいはやや上回っているものの、1問は全

国値をやや下回っている。 

・海面水位の上昇について、水の温度による体積の変化を根拠に予想しているものを選ぶ問題

において、正答率が全国値をやや下回っている。 

生  命 

・正答率は、４問中３問は、全国値を上回っているものの、1問は全国値を下回っている。 

・レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点をもとに、新たな問題を見いだし、表現す

ることができるかどうかをみる問題において、正答率が全国値を下回っている。 

地  球 

・正答率は、すべての設問（６問）において全国値を上回っている、あるいはやや上回っている

が、６問中２問の無回答率が全国値より高い。 

《理科における成果と今後の改善点について》 

成果 

・すべての領域において、正答率は全国値を上回っており、特に知識・技能について問う問題に

ついては、すべての設問で全国値を上回っていた。基本的な概念を柱とした理科の内容の定

着が見られた。 

→本校ではその年の学校体制にもよるが、中・高学年の理科を専門知識や経験を持った専科の

教員が指導することで、様々な場面で ICTの活用などの取り組みにより、子どもたちの興味

や関心を高める工夫をしてきた成果と考える。 

課題と今後の改善点 

・全体でみると正答率は全国値を上回っているが、設問ごとに分析すると、正答率が全国値を

下回っているもの、全国値を上回っているが、正答率が低いものも見られた。特に身の回りの

金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識が身についている

かどうかをみる問題の正答率は、全国を上回っているものの非常に低かった。 

→理科の授業では引き続き、観察、実験などの結果について自分や友達の考え方を比べて違

いや共通点を見つけ、問題を解決しようとする態度を育てながら、授業中だけの学びにとど

まらず、より一層、日常生活に関連付けて、学びが広がり、深まるよう授業づくりを行ってい

く。 

 

 

２ 学習状況に関する調査の結果分析および今後の改善点 

   今回の児童質問紙では、全体的に肯定的回答率がやや低く感じる結果になっていました。ここ

では、今後の教育活動に生かすとともに、家庭における生活習慣や学習環境の参考としていただ

くため、各項目における本校の回答状況の中で特徴が見られた質問について取り上げ、分析内容
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を掲載しています。 

●基本的な生活習慣等について 

・「朝食を食べているか、毎日同じくらいの時刻に寝ているか（起きているか）」の各質問に対する

肯定的回答率は、ご家庭の協力の成果として、全国値と同程度であった。 

●挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等について 

・「自分には、よいところがあると思うか」という質問に対する肯定的回答率が、全国値を下回って

いた。行動に注目して具体的に褒めたり、その子らしさに注目して認めていったりする、良いとこ

ろを認め合えるクラスづくりなど自己肯定感を育てる関わりが大切となってくる。 

・「人が困っているときは、進んで助けているか」及び「人の役に立つ人間になりたいと思うか」とい

う質問に対する肯定的回答率が、全国値を下回っていた。人が困っているときに進んで助けられ

るようになるためには、思いやりの心を育てたり、行動する力を育てたりすることが大切である。

道徳の授業をはじめ、教育活動全体を通して子どもたちの行動を価値づけていく必要がある。 

・「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいあるか」という質問に対する肯定的回

答率が、全国値を下回っていた。教育活動全般において、振り返り活動などでポジティブな体験の

共有を行う必要がある。また感情に気づく教育の充実として児童が自分の感情に気づき、言葉に

できる支援を丁寧に行っていき、小さな成功体験の積み重ねを得られる場面を増やす必要があ

る。 

●学習習慣、学習環境等について 

・「学校の授業時間以外に平日及び休日 1日当たりどれくらいの時間、勉強するか（塾、家庭教師等

含む）」という質問に対する肯定的回答率が、どちらも全国値を上回っていた。家庭学習や学習塾

等、学校以外での学習が習慣化している子どもが多いことが分かった。 

●地域や社会に関わる活動の状況等について 

・「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思うか」という質問に対する肯定的回答率が、全

国値を下回っていた。地域行事に積極的に参加している子どももいるが、それが必ずしも自分の

住んでいる地域を愛する気持ちや社会参画への意欲につながっていない現状がある。学校だけで

はなく、地域、家庭と連携していく必要がある。 

●主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

・「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思うか」及び「授業や学校生活では、友達や周りの

人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいるか」という質問に対

する肯定的回答率が、どちらも全国値を下回っていた。対話的な学びの充実をより一層強化して

いき、自分と違う意見を論破するだけでなく、じっくりと向き合うことで、お互いの納得解を導い

たり、新たな発見や自分の考えがより深まるなどの価値を感じてもらうとともに、安心して意見を

言える学習環境づくりにより注力する必要がある。 

●学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

・国語、算数、理科すべての教科に共通していた傾向は、それぞれの教科が「得意か」という質問に

対する肯定的回答率は、全国値とほぼ同程度であったが、それぞれの教科が「好きか」「内容はよ
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くわかるか」「学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思うか」やその他授業内容につ

いての質問に対する肯定的回答率は、どれも全国値を下回っていた。子どもたちが興味をもっ

て、主体的に学び合う授業をすべての教科で実現できるよう、学校全体で授業改善に取り組む必

要がある。 

 

３ 今後の取り組み 

教科に関する調査結果からは、昨年度に引き続き国語、算数ともに自分の考えを書いて表現するこ

とに課題が見られました。このことを踏まえ、国語では、文章を読み取ったうえで自分の考えを形成

し、根拠とともに書いて表現するという取り組みを、また、算数では、問題場面を図も用いながら子

どもが具体的にイメージできるようにしたうえで演算決定することも含め、自分の考えを数や式、言

葉を用いて書き表す取り組みを発達段階に応じて積み重ねていきます。理科については、学習内容

をより実生活と関連付けながら興味をもって取り組めるよう、授業改善に努めます。 

また、国語、算数、理科ともに「（教科）の勉強は好きですか」「授業の内容はよく分かりますか」や「学

習したことは将来役に立つと思いますか」の質問の肯定的回答は、全国値を下回っていました。この

結果を踏まえ、すべての教科の学習が子どもたちにとって魅力的かつ分かりやすいものとなるよう、

子どもたちが自ら問いをもち、対話を通して学びを深められる授業づくりを進めていきます。また、

その中で、各教科ならではの見方・考え方が身に付き、子ども自らが成長を実感できるように努めて

いきますので、今後も本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。 


